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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｌｎ1-xＭｇxＮｉyＡｌz(式中、Ｌｎは、Ｙを含む希土類元素から選択される少
なくとも１種の元素であり、ｘ，ｙ，ｚが、０．０５≦ｘ≦０．２５、０＜ｚ≦１．５、
２．８≦ｙ＋ｚ≦４．０の条件を満たす。)で表される水素吸蔵合金において、上記のＬ
ｎ中にＳｍが２０モル％以上含まれていることを特徴とする水素吸蔵合金。
【請求項２】
　請求項１に記載の水素吸蔵合金において、上記の一般式におけるＭｇのモル比ｘが０．
１≦ｘの条件を満たすことを特徴とする水素吸蔵合金。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の水素吸蔵合金において、上記の一般式のＬｎ中にＬａが
含まれていることを特徴とする水素吸蔵合金。
【請求項４】
　正極と、水素吸蔵合金を用いた負極と、アルカリ電解液とを備えたニッケル・水素蓄電
池において、上記の負極に請求項１～請求項３の何れか１項に記載の水素吸蔵合金を用い
たことを特徴とするニッケル・水素蓄電池。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ニッケル・水素蓄電池の負極における負極活物質や、ヒートポンプ等に使用
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される水素吸蔵合金及びこのような水素吸蔵合金を負極に用いたニッケル・水素蓄電池に
係り、特に、水素の吸蔵時と放出時とにおける圧力変化のヒステリシスを低減させて、ニ
ッケル・水素蓄電池の負極における負極活物質や、ヒートポンプにおいて有効に利用でき
る水素吸蔵合金を提供するようにした点に特徴を有するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、水素吸蔵合金は、ニッケル・水素蓄電池の負極における負極活物質や、ヒー
トポンプ等の様々な分野において利用されている。
【０００３】
　そして、ニッケル・水素蓄電池の負極における負極活物質等に使用される水素吸蔵合金
としては、ＣａＣｕ5型結晶を主相とする希土類－Ｎｉ系水素吸蔵合金や、Ｔｉ，Ｚｒ，
Ｖ及びＮｉを構成元素として含有するＡＢ2格子のラーベス相を主相とする水素吸蔵合金
が一般に利用されている。
【０００４】
　また、近年においては、上記のニッケル・水素蓄電池が各種のポータブル機器やハイブ
リッド電気自動車などに使用されるようになり、このニッケル・水素蓄電池をさらに高容
量化させることが期待され、またヒートポンプにおいてもさらに高能力化させることが期
待されている。
【０００５】
　しかし、上記の水素吸蔵合金は、水素吸蔵能力が必ずしも十分であるとはいえず、ニッ
ケル・水素蓄電池を十分に高容量化させたり、ヒートポンプをさらに高能力化させること
が困難であった。
【０００６】
　そして、近年においては、上記のＣａＣｕ5型結晶を主相とする希土類－Ｎｉ系水素吸
蔵合金にＭｇ等を含有させて、ＣａＣｕ5型以外のＣｅ2Ｎｉ7型やＣｅＮｉ3型等の結晶構
造を有する希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金が、従来の希土類－Ｎｉ系水素吸蔵合金に
比べて高い水素吸蔵能力を示すことが見出され、このような希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸
蔵合金をニッケル・水素蓄電池の負極における負極活物質等に用いることが提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　しかし、上記の希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金は、ＣａＣｕ5型結晶を主相とする
希土類－ニッケル系水素吸蔵合金に比べて、水素を吸蔵・放出する際における圧力変化の
ヒステリシスが大きく、水素の吸蔵時における圧力に対して放出時における圧力が低くな
ると共にこの水素吸蔵合金が劣化しやすくなり、ニッケル・水素蓄電池の負極に使用した
場合には、その放電電圧が低下したり、充放電により水素吸蔵合金が劣化して、電池のサ
イクル特性が低下したりするという問題があった。
【０００８】
　また、上記の希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金をヒートポンプに用いた場合には、ヒ
ートポンプの冷却・昇温能力が低下して使用温度領域が制限され、また取り出される温熱
・冷熱量が減少してヒートポンプの効率が低下するという問題があった。
【０００９】
　そして、近年においては、上記の希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金中におけるＬａに
対するＣｅの量を所定量以下に制限して、この水素吸蔵合金中におけるＭｇの濃度の均質
性を高め、水素の吸蔵時と放出時とにおける平衡圧の差を低減させて、ニッケル・水素蓄
電池の負極に使用した場合に、放電電圧が低下するのを防止することが提案されている（
例えば、特許文献２参照）。
【００１０】
　しかし、このように希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金中におけるＬａに対するＣｅの
量を所定量以下に制限して、この水素吸蔵合金中におけるＭｇの濃度の均質性を高めた場
合においても、水素の吸蔵時と放出時とにおける平衡圧の差を十分に低減させることは困
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難であった。
【特許文献１】特開平１１－１６２４５９号公報
【特許文献２】特開２０００－２６５２２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金における上記のような問題を解決するこ
とを課題とするものであり、上記の希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金を改善し、水素の
吸蔵時と放出時とにおける圧力変化のヒステリシスを低減させて、ニッケル・水素蓄電池
の負極における負極活物質や、ヒートポンプにおいて有効に利用できる水素吸蔵合金を提
供すると共に、特に、水素吸蔵合金を負極に用いたニッケル・水素蓄電池において、放電
電圧が低下したり、充放電により水素吸蔵合金が劣化してサイクル特性が低下したりする
のを防止することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の水素吸蔵合金においては、上記のような課題を解決するため、一般式Ｌｎ1-x

ＭｇxＮｉyＡｌz(式中、Ｌｎは、Ｙを含む希土類元素から選択される少なくとも１種の元
素であり、ｘ，ｙ，ｚが、０．０５≦ｘ≦０．２５、０＜ｚ≦１．５、２．８≦ｙ＋ｚ≦
４．０の条件を満たす。)で表される水素吸蔵合金において、上記のＬｎ中にＳｍが２０
モル％以上含まれるようにした。
 
【００１３】
　また、上記の一般式におけるＭｇのモル比ｘが０．１≦ｘの条件を満たすことが好まし
く、また上記の一般式のＬｎ中にＬａが含まれていることが好ましい。
【００１４】
　また、本発明のニッケル・水素蓄電池においては、上記のような課題を解決するため、
正極と、水素吸蔵合金を用いた負極と、アルカリ電解液とを備えたニッケル・水素蓄電池
において、その負極に上記の水素吸蔵合金を用いるようにしたのである。
【発明の効果】
【００１５】
　ここで、前記の希土類－Ｍｇ－Ｎｉ系水素吸蔵合金の場合、水素の吸蔵時に水素が結晶
格子間に入り込むことにより、結晶構造に歪み等が生じて、この水素吸蔵合金が水素化状
態で安定な結晶構造に変化し、これによって吸蔵された水素が放出されにくくなり、この
結果、水素の吸蔵時における圧力に対して放出時における圧力が低くなって、水素を吸蔵
・放出する際における圧力変化のヒステリシスが大きくなると考えられる。
【００１６】
　そして、本発明における水素吸蔵合金のように、一般式Ｌｎ1-xＭｇxＮｉyＡｌz(式中
、Ｌｎは、Ｙを含む希土類元素から選択される少なくとも１種の元素であり、ｘ，ｙ，ｚ
が、０．０５≦ｘ≦０．２５、０＜ｚ≦１．５、２．８≦ｙ＋ｚ≦４．０の条件を満たす
。)で表される水素吸蔵合金において、上記のＬｎ中にＳｍが２０モル％以上含まれるよ
うにすると、この水素吸蔵合金に水素を吸蔵させた際に、この水素吸蔵合金の結晶構造に
歪み等が生じるのが、この水素吸蔵合金中に含まれる上記のＳｍによって抑制されて、水
素の吸蔵時における圧力に対して放出時における圧力が低くなるのが防止されるようにな
る。
 
【００１７】
　この結果、本発明における水素吸蔵合金においては、水素を吸蔵・放出する際における
圧力変化のヒステリシスが減少し、ニッケル・水素蓄電池の負極に使用した場合に、放電
電圧が低下したり、充放電により水素吸蔵合金が劣化してサイクル特性が低下したりする
のが防止され、またヒートポンプに用いた場合には、ヒートポンプの効率が向上する。
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【００１８】
　また、上記の一般式で示される水素吸蔵合金において、Ｍｇのモル比ｘがｘ＜０．０５
の場合には、水素吸蔵能力が著しく低下するため０．０５≦ｘを満たす必要がある。さら
にＭｇのモル比ｘが０．１≦ｘの条件を満たすようにすると、この水素吸蔵合金中におけ
るＭｇの割合が多くなり、この水素吸蔵合金における水素吸蔵能力が向上し、平衡圧が高
くなって、より大きなエネルギーが得られるようになる。
【００１９】
　一方、Ｍｇのモル比ｘが０．２５を超えて大きくなると、合金の耐久性が低くなって、
水素吸蔵放出において合金の微粉化が加速する。そして、合金の微粉化によって電池では
寿命特性が低下し、ヒートポンプでは熱伝導を阻害して反応速度が遅くなるため、Ｍｇの
モル比は０．０５≦ｘ≦０．２５の条件を満たすようにする必要がある。そしてより望ま
しくは０．１≦ｘ≦０．２５である。
【００２０】
　また、上記の一般式で示される水素吸蔵合金において、Ｍｇのモル比ｘが０．１≦ｘの
条件を満たすようにすると、この水素吸蔵合金中におけるＭｇの割合が多くなり、この水
素吸蔵合金における水素吸蔵能力が向上し、平衡圧が高くなって、より大きなエネルギー
が得られるようになる。
【００２１】
　また、このように水素吸蔵合金中におけるＭｇの割合を多くすると共に、上記のように
一般式のＬｎ中にＳｍやＬａが多く含まれるようにすると、Ｌｎ中に高価なＰｒやＮｄが
多く含まれる水素吸蔵合金よりも、水素吸蔵合金の材料コストが低減されると共に、上記
のように水素を吸蔵させた際に、この水素吸蔵合金の結晶構造に歪み等が生じるのが抑制
されると共に、大きなエネルギーが得られるようになり、安価で水素吸蔵量が多い水素吸
蔵合金を提供できるようになる。
【実施例】
【００２２】
　以下、本発明の実施例に係る水素吸蔵合金について具体的に説明すると共に、本発明の
実施例に係る水素吸蔵合金においては、水素の吸蔵時における圧力に対して放出時におけ
る圧力が低くなるのが防止されて、水素を吸蔵・放出する際における圧力変化のヒステリ
シスが減少すると共に、この本発明の実施例に係る水素吸蔵合金をニッケル・水素蓄電池
の負極に使用した場合に、充放電により水素吸蔵合金が劣化してサイクル特性が低下する
のが防止されることを、比較例を挙げて明らかにする。なお、本発明における水素吸蔵合
金及びニッケル・水素蓄電池は、下記の実施例に示したものに限定されず、その要旨を変
更しない範囲において適宜変更して実施できるものである。
【００２３】
（実施例１）
　実施例１においては、上記の一般式におけるＬｎとしてサマリウムＳｍだけを用い、サ
マリウムＳｍとマグネシウムＭｇとニッケルＮｉとアルミニウムＡｌとを所定の合金組成
になるように混合し、高周波誘導溶解炉を用いてこれを溶融させた後、冷却させて、組成
が下記の表１に示すように（Ｓｍ1.00）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17になった水素吸蔵
合金のインゴットを作製した。なお、上記の水素吸蔵合金の組成は、誘導結合プラズマ分
光分析（ＩＣＰ）により測定した。
【００２４】
　次いで、この水素吸蔵合金のインゴットを、アルゴン雰囲気中において１０００℃で１
０時間熱処理して合金組織を均質化させた後、この水素吸蔵合金のインゴットを不活性雰
囲気中において機械的に粉砕し、これを分級して、上記の組成の水素吸蔵合金粉末を得た
。なお、この水素吸蔵合金粉末についてレーザ回折・散乱式粒度分布測定装置により粒度
分布を測定した結果、重量積分が５０％における平均粒径が６５μｍになっていた。
【００２５】
（実施例２～４）



(5) JP 5334455 B2 2013.11.6

10

20

30

　実施例２～４においては、上記の一般式におけるＬｎとして、サマリウムＳｍとネオジ
ウムＮｄを用い、それぞれサマリウムＳｍとネオジウムＮｄとマグネシウムＭｇとニッケ
ルＮｉとアルミニウムＡｌとを所定の合金組成になるように混合し、それ以外は、上記の
実施例１の場合と同様にして、実施例２～４の各水素吸蔵合金粉末を得た。
【００２６】
　ここで、実施例２～４の各水素吸蔵合金について、その組成を誘導結合プラズマ分光分
析（ＩＣＰ）により測定した結果、下記の表１に示すように、実施例２では（Ｓｍ0.60Ｎ
ｄ0.40）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17、実施例３では（Ｓｍ0.40Ｎｄ0.60）0.90Ｍｇ0.

10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17、実施例４では（Ｓｍ0.20Ｎｄ0.80）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17

の組成になっていた。また、これらの水素吸蔵合金粉末について、レーザ回折・散乱式粒
度分布測定装置により粒度分布を測定した結果、何れも重量積分が５０％における平均粒
径は６５μｍになっていた。
【００２７】
（比較例１）
　比較例１においては、上記の一般式におけるＬｎとして、サマリウムＳｍを用いずにネ
オジウムＮｄだけを用い、ネオジウムＮｄとマグネシウムＭｇとニッケルＮｉとアルミニ
ウムＡｌとを所定の合金組成になるように混合し、それ以外は、上記の実施例１の場合と
同様にして、比較例１の水素吸蔵合金粉末を得た。
【００２８】
　ここで、比較例１の水素吸蔵合金について、その組成を誘導結合プラズマ分光分析（Ｉ
ＣＰ）により測定した結果、（Ｎｄ1.00）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17の組成になって
いた。また、この水素吸蔵合金粉末について、レーザ回折・散乱式粒度分布測定装置によ
り粒度分布を測定した結果、重量積分が５０％における平均粒径は６５μｍになっていた
。
【００２９】
　そして、上記のようにして得た実施例１～４及び比較例１の各水素吸蔵合金粉末に対し
て、水素の吸蔵・放出を繰り返して行い、各水素吸蔵合金粉末を活性化させた。
【００３０】
　そして、このように活性化された各水素吸蔵合金粉末について、それぞれ８０℃の条件
において、ＪＩＳ　Ｈ７２０１に規定される「水素吸蔵合金の圧力－等温線（ＰＣＴ線）
の測定法」に基づいてＰＣＴ線の測定を行い、実施例１の水素吸蔵合金粉末の測定結果を
図１に、比較例１の水素吸蔵合金粉末の測定結果を図２に示した。
【００３１】
　また、上記の各水素吸蔵合金粉末について、それぞれＨ／Ｍ＝０．４における吸蔵プラ
トー圧Ｐａと解離プラトー圧Ｐｄとを求め、各水素吸蔵合金粉末におけるヒステリシスフ
ァクターＨｆ［＝ｌｎ（Ｐａ／Ｐｄ）］を算出し、その結果を下記の表１に示した。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
　これらの結果から明らかなように、前記の一般式におけるＬｎ中にサマリウムＳｍを２
０モル％以上含有させた実施例１～４の各水素吸蔵合金粉末においては、Ｌｎ中にサマリ
ウムＳｍを含有させずにネオジウムＮｄだけを含有させた比較例１の水素吸蔵合金粉末に
比べて、ヒステリシスファクターＨｆの値が減少しており、水素の吸蔵時と放出時とにお
ける圧力変化のヒステリシスが減少し、水素の吸蔵時と放出時とにおける平衡圧の差が少
なくなっていた。
【００３４】
　そして、上記のＬｎ中におけるサマリウムＳｍの割合が増加するにつれて、ヒステリシ
スファクターＨｆの値が減少し、水素の吸蔵時と放出時とにおける平衡圧の差がより少な
くなっていた。
【００３５】
　また、上記のようにして得た実施例１，４及び比較例１の各水素吸蔵合金粉末を用い、
それぞれ水素吸蔵合金粉末１重量部に対して、導電剤のニッケル粉末を３重量部の割合で
加えて混合し、これをペレット状に加圧成型して、実施例１，４及び比較例１の各水素吸
蔵合金粉末を用いた各負極を作製した。
【００３６】
　一方、正極には、上記の各負極に対して過剰の容量を有する円筒状に形成した焼結式ニ
ッケル極を用い、アルカリ電解液には７ｍｏｌ／ｌのＫＯＨ水溶液を用いて、９０ｍＡｈ
の負極容量規制になった各試験用ニッケル・水素蓄電池を作製した。
【００３７】
　ここで、上記の各試験用ニッケル・水素蓄電池においては、図３に示すように、ポリプ
ロピレン製の容器１０内に上記のアルカリ電解液１３を収容させ、上記の円筒状に形成し
た正極１１内に、それぞれ負極１２を収容させた状態で、上記の正極１１と負極１２とを
上記のアルカリ電解液１３に浸漬させた。
【００３８】
　そして、上記の各負極を用いた各試験用ニッケル・水素蓄電池を、それぞれ２５℃の雰
囲気条件において、４５ｍＡの電流で１７０分間充電させて、２０分間休止した後、４５
ｍＡの電流で電池電圧が０．８Ｖになるまで放電させて、１０分間休止し、これを１サイ
クルとして５０サイクルの充放電を繰り返して行い、各試験用ニッケル・水素蓄電池にお
ける最大の放電容量Ｑmaxと、５０サイクル後における各試験用ニッケル・水素蓄電池の
放電容量Ｑ50とを求めた。
【００３９】
　そして、上記の各試験用ニッケル・水素蓄電池における容量劣化量として、最大の放電
容量Ｑmaxに対する５０サイクル後における放電容量Ｑ50の差（Ｑmax－Ｑ50）を求め、上
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記の実施例１の水素吸蔵合金を用いた試験用ニッケル・水素蓄電池の容量劣化量を１００
とした指数で、実施例４及び比較例１の水素吸蔵合金を用いた各試験用ニッケル・水素蓄
電池の容量劣化量を算出し、その結果を下記の表２に示した。
【００４０】
【表２】

【００４１】
　この結果から明らかなように、前記の一般式におけるＬｎ中にサマリウムＳｍを２０モ
ル％以上含有させた実施例１，４の各水素吸蔵合金粉末を負極に使用した各試験用ニッケ
ル・水素蓄電池においては、Ｌｎ中にサマリウムＳｍを含有させずにネオジウムＮｄだけ
を含有させた比較例１の水素吸蔵合金粉末を負極に使用した試験用ニッケル・水素蓄電池
に比べて、容量劣化量が大きく低減されており、充放電により水素吸蔵合金が劣化するの
が抑制されてサイクル特性が向上していた。
【００４２】
（実施例５）
　実施例５においては、上記の一般式におけるＬｎとして、サマリウムＳｍとランタンＬ
ａを用い、サマリウムＳｍとランタンＬａとマグネシウムＭｇとニッケルＮｉとアルミニ
ウムＡｌとを所定の合金組成になるように混合し、それ以外は、上記の実施例１の場合と
同様にして、実施例５の水素吸蔵合金粉末を得た。
【００４３】
　ここで、実施例５の水素吸蔵合金について、その組成を誘導結合プラズマ分光分析（Ｉ
ＣＰ）により測定した結果、その組成は（Ｓｍ0.80Ｌａ0.20）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ

0.17になっていた。また、この水素吸蔵合金粉末について、レーザ回折・散乱式粒度分布
測定装置により粒度分布を測定した結果、重量積分が５０％における平均粒径は６５μｍ
になっていた。
【００４４】
（比較例２）
　比較例２においては、上記の一般式におけるＬｎとして、サマリウムＳｍを用いずにラ
ンタンＬａだけを用い、ランタンＬａとマグネシウムＭｇとニッケルＮｉとアルミニウム
Ａｌとを所定の合金組成になるように混合し、それ以外は、上記の実施例１の場合と同様
にして、比較例２の水素吸蔵合金粉末を得た。
【００４５】
　ここで、比較例２の水素吸蔵合金について、その組成を誘導結合プラズマ分光分析（Ｉ
ＣＰ）により測定した結果、その組成は（Ｌａ1.00）0.90Ｍｇ0.10Ｎｉ3.33Ａｌ0.17にな
っていた。また、この水素吸蔵合金粉末について、レーザ回折・散乱式粒度分布測定装置
により粒度分布を測定した結果、重量積分が５０％における平均粒径は６５μｍになって
いた。
【００４６】
　そして、上記のようにして得た実施例５及び比較例２の各水素吸蔵合金粉末に対して、
水素の吸蔵・放出を繰り返して行い、各水素吸蔵合金粉末を活性化させた。
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【００４７】
　そして、このように活性化された各水素吸蔵合金粉末について、前記の場合と同様に、
それぞれ８０℃の条件において、ＪＩＳ　Ｈ７２０１に規定される「水素吸蔵合金の圧力
－等温線（ＰＣＴ線）の測定法」に基づいてＰＣＴ線の測定を行い、上記の各水素吸蔵合
金粉末について、それぞれＨ／Ｍ＝０．４における吸蔵プラトー圧Ｐａと解離プラトー圧
Ｐｄとを求め、各水素吸蔵合金粉末におけるヒステリシスファクターＨｆ［＝ｌｎ（Ｐａ
／Ｐｄ）］を算出し、その結果を下記の表３に示した。
【００４８】
　また、上記のようにして得た実施例５及び比較例２の各水素吸蔵合金粉末を用い、それ
ぞれ水素吸蔵合金粉末１重量部に対して、導電剤のニッケル粉末を３重量部の割合で加え
て混合し、これをペレット状に加圧成型して、実施例５及び比較例２の各水素吸蔵合金粉
末を用いた各負極を作製し、このように作製した各負極を使用し、前記の場合と同様にし
て、９０ｍＡｈの負極容量規制になった各試験用ニッケル・水素蓄電池を作製した。
【００４９】
　そして、上記の各負極を用いた各試験用ニッケル・水素蓄電池を、それぞれ２５℃の雰
囲気条件において、４５ｍＡの電流で１７０分間充電させて、２０分間休止した後、４５
ｍＡの電流で電池電圧が０．８Ｖになるまで放電させて、１０分間休止し、これを１サイ
クルとして１０サイクルの充放電を繰り返して行って、各試験用ニッケル・水素蓄電池に
おける最大の放電容量Ｑmaxと、１０サイクル後における各試験用ニッケル・水素蓄電池
の放電容量Ｑ10とを求めた。
【００５０】
　そして、上記の各試験用ニッケル・水素蓄電池における容量劣化量として、最大の放電
容量Ｑmaxに対する１０サイクル後における放電容量Ｑ10の差（Ｑmax－Ｑ10）を求め、上
記の実施例５の水素吸蔵合金を用いた試験用ニッケル・水素蓄電池の容量劣化量を１００
とした指数で、比較例５の水素吸蔵合金を用いた各試験用ニッケル・水素蓄電池の容量劣
化量を算出し、その結果を下記の表３に合わせて示した。
【００５１】
【表３】

【００５２】
　この結果から明らかなように、前記の一般式におけるＬｎ中にサマリウムＳｍを含有さ
せずにランタンＬａだけを含有させた比較例２の水素吸蔵合金粉末においては、ヒステリ
シスファクターＨｆが非常に高い値を示したが、Ｌｎ中にランタンＬａの他にサマリウム
Ｓｍを２０モル％以上含有させた実施例５の水素吸蔵合金粉末においては、ヒステリシス
ファクターＨｆの値が大幅に減少しており、水素の吸蔵時と放出時とにおける圧力変化の
ヒステリシスが減少し、水素の吸蔵時と放出時とにおける平衡圧の差が大きく低減される
ようになった。
【００５３】
　また、前記の一般式におけるＬｎ中にランタンＬａの他にサマリウムＳｍを２０モル％
以上含有させた実施例５の水素吸蔵合金粉末を負極に使用した試験用ニッケル・水素蓄電
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池は、Ｌｎ中にサマリウムＳｍを含有させずにランタンＬａだけを含有させた比較例２の
水素吸蔵合金粉末を負極に使用した試験用ニッケル・水素蓄電池に比べて、容量劣化量が
大きく低減され、充放電により水素吸蔵合金が劣化するのが抑制されてサイクル特性が大
幅に向上していた。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】実施例１の水素吸蔵合金粉末を用いて測定したＰＣＴ線を示した図である。
【図２】比較例１の水素吸蔵合金粉末を用いて測定したＰＣＴ線を示した図である。
【図３】実施例１，４，５及び比較例１，２の水素吸蔵合金粉末を負極に用いた試験用ニ
ッケル・水素蓄電池を示した概略説明図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　容器
　１１　正極
　１２　負極
　１３　アルカリ電解液

【図１】 【図２】
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